（様式⑤）


いじめ防止対策推進法
第２８条第１項第〇号に規定する
重大事態に関する調査報告書


令和〇年〇月〇日

　　　　　　　　　　○○市町村立○○○学校
　　　　　　　　　　　　　　〇〇対策委員会
＜共通事項＞


１　重大事態調査の位置付け

２　調査の目的、調査組織の構成
（1） 調査目的

（2） 調査期間　

（3） 調査組織の構成（校内委員・外部委員）

      　調査委員会を、外部委員と校内委員で組織する。
　　　◆校内委員
　　　　　　校　　長　　　〇〇〇〇　　　　学級担任（〇年〇組）〇〇〇〇
　　　　　　教　　頭　　　〇〇〇〇　　　　学年主任　　　　　　〇〇〇〇
　　　　　　生徒指導　　　〇〇〇〇　　　　養護教諭　　　　　　〇〇〇〇
　　　◆外部委員


３　当該事案の概要
（１）基礎情報

（２）当該事案の概要

４　調査の内容
（１）調査方法（調査１・２）

例【調査１】


【調査２】


（２）調査内容

（例）①第1回調査委員会



②第２回調査委員会


③調査委員会での外部委員の意見のまとめ



５　当該事案の事実経過
(1) 対象児童生徒の訴え

(２) 関係児童生徒からの聴取内容
　
(３) 当該事案の事実経過

６　当該事案の事実経過から認定しうる事実　　

７　学校及び学校の設置者の対応について

（１）学校の対応について
　
（２）学校の設置者の対応について

（３）学校及び学校の設置者の対応に係る考察

８　当該事案への対処及び再発防止策の提言
（１）当該事案への対処について
　
（２）学校及び学校の設置者に対する提言

参考





・報告書は、10～15ページ程度にまとめる。


・調査報告書の作成に当たっては　令和６年８月改訂版（文部科学省）「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン　第８章　第３節　調査報告書の作成（35～38頁）」を参照。








１　重大事態調査の位置付け





２　調査の目的、調査組織の構成


調査の目的


調査期間


調査組織の構成





　３　当該事案の概要


（１）基礎情報


（２）当該事案の概要





　４　調査の内容


(１) 調査方法


(２) 調査内容





５　当該事案の事実経過


　　  (１) 対象児童生徒の訴え


(２) 関係児童生徒からの聴取内容


(３) 当該事案の事実経過


　  　


　６　当該事案の事実経過から認定しうる事実


　　　


７　学校及び学校の設置者の対応


　　 （１）学校の対応について


（２）学校の設置者の対応について


（３）学校及び学校の設置者の対応にかかる考察





８　当該事案への対処及び再発防止策の提言


 　　 (１) 当該事案への対処について


（２）学校及び学校の設置者に対する提言





９　参考資料





（記載内容の例）


・重大事態の別（第１号・第２号・第１号かつ第２号）


・重大事態の認定日、地方公共団体の長等への報告日等





（記載内容の例）


・調査の趣旨・目的を記載する。





（記載内容の例）


・調査組織の設置日、調査の開始から終了までのスケジュールを記載する。





（記載内容の例）


・調査組織の名称、調査委員の氏名・役職等を記載する。


・外部の調査委員が専門家や第三者として参画しているような場合には、そのことが分かるように記載する。





○弁護士　　　　　　　　　  氏　（　　法律事務所）


○精神科医　　　　　  　　　氏　（　　　　　病院）


○臨床心理士　　　　　　  　氏　（　　　　　病院）


○社会福祉士  　　　　　  　氏  （　　　　　　　）


○教員ＯＢ　 　　　　　　   氏　





（記載内容の例）


・重大事態が発生した学校名、対象児童生徒の学年、性別、（氏名）、対象児童生徒の状況等についてまとめる。不登校登校重大事態の場合、対象児童の欠席日数も記載する。





（記載内容の例）


・調査対象となる重大事態について大まかな概要をまとめる。





（記載内容の例）


・どのような調査方法（アンケート、聴き取り、資料分析、現場視察等）をとったかについてまとめる。





○実施日時：　


○対　　象：　


○内　　容：　


○方　　法：　


○回収方法：　


○調査結果：　





○実施日時：　


○対　　象：　


○内　　容：　


○方　　法：　


○回収方法：


○調査結果：　





（記載内容の例）


・調査方法に応じて、具体的にどのような調査が行ったか詳細にまとめる。


・聴き取りや調査組織の会議を開催した日時や議論のテーマをまとめる。





○日　　時：　令和　　年　月　日（　）00：00～00：00





○議事内容：


(ア) 


（イ）





＜外部委員の意見＞





＜学校の対応＞





＜今後の対応方針＞





・外部委員の意見は、記載事項について確認をしてもらい了承を得る。








○日　　時：　令和〇年　月　日（　）00：00～00：00





○議事内容：


(ア) 


（イ）





＜外部委員の意見＞





＜学校の対応＞








＜今後の対応方針＞





・外部委員の意見は、記載事項について確認をしてもらい了承を得る。





・　


・


・





・外部委員の意見のまとめは、記載事項について確認をしてもらい了承を得る。





（記載内容の例）


・聴き取り等を通じて把握した対象児童生徒の訴えをまとめる。


・対象児童生徒から聴き取り等で事案の詳細を確認できない場合、その旨記載し、事案の発端となったことについてまとめる。





（記載内容の例）


・関係児童生徒の聴き取り内容をまとめる。


・関係児童生徒から確認ができない場合には、その旨記載する。





（記載内容の例）


・調査を通じて把握した事実の経過を時系列に沿ってまとめる。


・事実経過をまとめるに当たっての留意事項は、「ガイドライン第８章 第３節（２）事実関係の確認・整理（37頁）」を参照。





（記載内容の例）


・事実経過を踏まえて、当該事実に係るいじめの事実関係や対象児童生徒の重大な被害といじめの関係性について説明できることをまとめる。








（記載内容の例）


・「５　当該事案の事実経過」でまとめた学校の対応について法や学校いじめ防止基本方針その


他関連法令・ガイドラインに照らして対応の検証を行う。





（記載内容の例）


・「５　当該事案の事実経過」でまとめた学校の対応について法や学校いじめ防止基本方針その


他関連法令・ガイドラインに照らして対応の検証を行う。





（記載内容の例）


・学校及び学校の設置者の一連の対応を踏まえて、課題点や改善すべき点を指摘する。





（記載内容の例）


・当該事案に係るいじめが解消していない場合には、当該事案のいじめ解消に向けた対処をま　


　とめる。


・対象児童生徒の不登校が継続している場合に、当該児童意図への支援方策等をまとめる。





（記載内容の例）


・当該事案の一連の調査を踏まえて、学校及び学校の設置者に対する再発防止策の提言を行う。








0

